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この場合は粗視化 された Ginzburg-Landau方程式のレベルで局所平衡の考えが許 される｡
即ち,局所的温度としてT｡+(dT/dx)xを使ってよい｡ xは場所を表わす｡
(b) 2成分溶液では1は有限だが熱拡散効果のため,Soretinstabilityが生 じやすい｡
gas-1iquid転移する液体では スが発散 し局所平衡は使えず,しかも Benardinstability
が生 じやすい｡
(C) 超流動- リウム｡ 3H｡-4H｡や He-film もこの部類にいれておく｡この系では超流動







安定性に注目している｡例えば Mikeskaや Langerのもの｡ HelとHe丑の interface
については実験家には気づかれていたが,理論がないため,暖味なまま見過ごされてきた｡(i)














部分では小さい vortexによる frictionを無視すればTは一定で, しかもTl-TはQの一
意的な関数であることであるo動的スケーリングを仮定すれば rl-T∝Q3/4となるo超伝導
の場合もEは臨界磁場Hc∝T-rに等 しくなければならず Tc-Tは別 こ比例 しているo このC
予測は Bhagatらの実験と consistentである｡彼 らは実験式 ㌔ -T- 5･9×10-5Qdeg
(QinmW/cm2)をえている｡私の結果は ㌔ -T-1･9×1015RmQ3/4である.ここで私 は1
のオーダーの数で未計算の量｡
理論的には Halperinらの F-modelを出発点にする｡






H-Jdr〔喜r.困2月佃 2+γom刷 2+;o困 4+売 m2〕 (4)
pは温度のゆらぎを表わしている｡Hの中にT.m困 2 という項が存在することが熱流の問題
には重要である｡これはエントロピーの値がふえると,温度も必ずふえることを意味するoγ0
-0とする E-modelは不適当である｡以下では 1次元的な interfaceを表わす定常解を求




Q- kBTl〔9｡Ⅰ-(少*蓋+)H ｡意p〕 o
x一一-では系は super-phaseで,






















































Rlbtc～10-6であるoこのように一次転移することは,薄い cell(しかし bulkな系 )に
おいて観測しやすい｡転移がおこると実効的な熱伝導率はHelの bulkな値よりずっとふえ












us-4･2×103Rご /3Lt∞ l2/3cm/sec (16)
ここで t∞- (T-Tl)/T1- -月∞tcである.月∞ は 1のオーダーの universalnumberで















d t/d x～ 0.0 4(logA)-3 k i lo / 3 Itr 7/3c c (19)
ここで tc- 0･9×10-5Q3/4, k- 0･7×108tZ/3cm-1, Interface の温度は-tcのオーダC C
ーC36-
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-なので,(19)は 困 ≫tcで使える｡一方,normalphaseでは, t≫tcで,
dt/d x =～ k i4/3了1/3c c (20)
tcとkcは(20)の右辺の係数が1になるよう定義してある｡X- kcx･I - i/tcと定義して,
J=～- 〔0.1(l｡gA)~3EXE〕3/10 f｡r X≪-1 , (21)




4H｡, 3H｡-4H｡, 3H｡,あるいは He-film などにおける流れのある時のふるまいは大
変面白くまた未知の分野である｡ただ線型応答に関する限りは新味はないであろう｡またこの
ような系ではいわゆる secondsound,thirdsoundが存在するので周期的 modulati-
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